
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
児童が体験する「山・海・島」体験活動を素材とした学習活動を通して，単位量あたりで考えるよさが分かり，こ

れを用いて関連する２つの量の大小を比べようとし，異種の２つの量の割合で表される量について，単位量あたりで

考えることができる。 

 

◆単元の展開（全６時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■宿泊先は，民泊であることを伝え，
宿泊先によって部屋の広さが違う
ことを知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■表に整理することで，解決の見通
しをもたせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■1人あたりの畳の枚数か，1枚あた
りの人数かにそろえると分かりや
すいことに気付かせる。 

算数 第５学年 育成を目指す資質・能力【創造力】【豊かな表現力】【郷土を担う使命感】 

   

 

 

「単位量あたりの大きさ」 
～そろえて比べて「山・海・島」～ 

単
元
名 

【単元の概要】 

「山・海・島」体験活動につなげた課題設定をすることで，児童は自分

たちで課題を解決していこうとする意欲・関心をもちます。昨年度の課

題をきっかけに，民泊先の部屋の混み具合や，移動手段の検討を行いま

す。また自分たちの地域の大崎上島の特産物を，数学的な視点で見つめ

直すことで，郷土の特産物のよさや工夫に気付く学びを行います。 

学習指導要領における領域・内容  

Ｂ 量と測定（４）ア 

他教科等との関連 

総合的な学習の時間 

大崎上島町立東野小学校 パイロット校 
〒725－0231 豊田郡大崎上島町東野 1845 
電話 0846－65－2026 

 

課題の設定①（１） 

宿泊する家によって部屋の
広さや人数が違うことを知
り，家ごとの混み具合の差
を減らす方法を，単位量あ
たり大きさの考えを用いて
考える。 

情報収集，整理・分析①（１） 

○昨年度の５年生の「山・海・島」の反省を
見ると民泊先の人数のバランスが悪いなど
の反省があったよ。今僕たちも計画をして
いるけど，バランスはどうかな。それに交
通費が安くならないかな，とかお土産につ
いての意見も出ていたね。 

○A 家と B 家は，畳の枚数が同じ。だから人
数の多い A家が混んでいる。 

○B 家と C 家は，人数が同じ。だから畳の枚
数が少ない C 家が混んでいる。 

○A家と C 家は比べられそうにない。絵を見
ると C 家っぽいけど。 

泊まる部屋の混み具合を調
べる。 ○畳の数も，部屋にいる人数もそろっていな

い。そろえないと比べられないよ。 
○表に整理したら分かりやすいんじゃない。 

そろえて比べる方法を考
え，各自でワークシートに
書く。 

○A家は１人１枚畳を使うと４枚余るけど，
C 家は３枚余る。だから C 家が混んでい
る。 

○１人１枚ずつにすると，A 家も C 家も１
人余るから同じ。 

○A家C家の畳の数を８０枚にそろえると，
C 家が２人分混んでいるから，C 家が混ん
でいる。 

【特別活動，総合的な学習の時
間】事前に，「山・海・島」体験
活動の昨年度の反省を紹介する。 

Ａ家とＣ家は，畳の数も人数も違うために，そろ

えないと比べられないことに気付く。 

 

既習事項を使って自分たちで課題を解決し
たいという気持ちが高まってくる。 
 

 

１人あたりの畳の枚数で考える方法が分か
りやすいという考えをもつ。 
 
 

 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■Ａ家とＣ家の混み具合を比べるた
めに，どうやってそろえるかを，
既習事項をもとに考えさせ，ホワ
イトボードを使って考えを分類・
整理しながら発表させる。 

 
 
 
 
 
■公倍数で考えるよりも，単位量あ
たりで考える方がよいことに気付
かせる。 

 
■単位量あたりで比べると，数量が
増えても数値で簡単に比べること
ができるという考えを使い，前問
題とのつながりを意識させる。 

 
 
 
 
 
 
■宿泊先へは，３校が合同で乗り物
に乗っていくことを伝え，使用す
る乗り物によって燃費が違うこと
を知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■単位量あたりの考えを使って，１
あたりにそろえて立式すると比べ
ることができることを知らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ランキングにして整理すること
で，分かりやすく表すことができ
ることに気付かせる。 

宿泊先までの交通手段を，
大型バス一台で行くのと，
中型バス一台とワゴン車二
台で行くのとでは，どの交
通手段が一番お得だと思う
か意見を交流する。 

○混み具合を考える時には，どちらかにそろえ
たらいいんだ。 

○公倍数を使って考える。 
○「畳１枚あたり何人」か，「１人あたり畳何
枚」にそろえて考える。 

各自の考えを交流し，より
分かりやすい比べ方を導き
出す。 

○単位量あたりで比べて人数を調節すると良
い。 

○畳１枚あたりの人数の方が数値が大きいほ
うが混んでいて分かりやすい。 

○公倍数を探すのは，比べるものが増えると大
変だ。 

○昨年，家族が交通費が高いなあ，と言ってい
たのが，反省で出ていたよ。安くする方法は
ないかな。 

○車で行くけど，家族に費用の面で負担をかけ
ないように，ガソリン代を安くしたいね。 

○単位量あたりの考えを使えばいい。 
○1Lあたりや 1 ㎞あたりで考える。 
○二台と一台なら，台数が少ない方がお得じゃ
ないかな。 

○ガソリン 1Lあたり何㎞走るか，1 ㎞あたり
何 Lいるかで考えたらいいね。 

部屋ごとの，混み具合の差
を減らす方法について考え
る。 

○１Lで走れる距離が長いと得だね。 
 １番ワゴン，２番中型，３番大型 
○１㎞走るのに使うガソリンの量が少ない方
が得だ。結果は１ｈで走れる距離の順番と
一緒だ。 

大型バス１台か，中型とワ
ゴン車２台で行くのはど
ちらが得かを考え，説明す
る。 

○１㎞あたり何 L いるのかで比べると，大型
車が得だ。 

○１Lあたり何㎞走れるかで比べても，やっぱ
り大型車が得だ。 

課題の設定②（１） 

情報収集，整理・分析②（１） 

他地域の人口・面積と，地
元大崎上島の人口・面積を
比べ，人口密度とは何かに
ついて確認する。 

○大崎上島町は面積は小さいはずだよ。だか
ら人口も少ないと思うよ。 

○人口密度は１㎢ あたりの人口は何人って
考えるんだ。 

○北広島町の方が混んでいると思ったけど，
違ったね。びっくりしたよ。 

○ランキングにすると，分かりやすい。 

畳１枚にいる子供の人数を揃える方が混み
具合を比較しやすいことに気付く。 
 
 
 

 

比べるものが増えたり，数値が変わったりし
ても単位量あたりなら比べられることに気
付く。 
 
 
 
 

 

単位量あたりの大きさを求めればよいとい
う見通しをもつ。 
 
 
 
 

 

単位量あたりの考えを使って，１あたりにそ
ろえて立式し比べることができる。 
 
 
 
 
 

 

単位量あたりの考えを使って，１あたりの理
由を記述することができる。 
 
 
 
 
 
 

 

単位量あたりの考え方を用いて，人口密度を
求めることができる。 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

  

児童は初めて行く地，県北の北広島町に対して不安を持っていた。しかし，「山・海・島」体験活動で

起きる事象を基に単元計画を作成し，学びを進めていく中で活動の概要や，初めて行く土地について興

味・関心をもち，自ら調べるようにもなってきた。そのように学びが生きたものとなり，学習者基点の

学習を継続させることができた。また，単元の学習計画を児童と作成し，学習の見通しをもたせること

ができた。さらに，混み具合については，１㎡内の人数で，概念形成を丁寧に行い，児童に課題を発見

させることができた。 

総合的な学習の時間に学んだ特産物と，算数科の学びを繋ぐことができた。そうすることで，単位量

あたりで考えるよさを身近な課題で実感的に捉えさせることができ，創造力，豊かな表現力，郷土を担

う使命感を，郷土への誇りと合わせて抱かせることができた。 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■収穫高をランキングで表し，児童 
 に意欲をもたせる。 
 
■１ha は地元の大崎小学校のグラ
ンドの広さであることを伝える。 

 
■相手意識をもたせて考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
■ランキング表にまとめた結果か
ら，単価も調べてみたいという意
見を引き出す。 

■視点として，予算オーバーになら
ないようにという考えをもたせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■１haあたりの収穫量と１㎏あた 
 りの単価ランキングを使い，何を 
 お土産にするかを決める。 
 
■自分なりに，どうしてそれを選ん
だのかを根拠を明らかに分かり
やすく記述させる。 

【児童生徒の変容】 

大崎上島の特産物の収穫量
から１㎏当たりの単価を考
える。 

○みかんが一番多いんじゃないか。 
○トマトだと思うよ。 
○意外とお米が多いかも。 
○昨年度５年生の反省を見ると，お土産は大
崎上島の特産物にしたらよかった，という
声があったよ。特産物って，たくさん取れ
るものって何かな。 

○総合的な学習の時間で使った統計情報を
見たら分かるんじゃないかな。 

○１ｈａあたりで計算してみよう。 

民宿先にお土産として持っ
ていくものを，大崎上島の
特産物の収穫量を比べなが
ら考える。 

○１㎏あたりの値段で比べたらいい。 
「値段÷重さ＝１㎏あたりの値段」にな
るね。 

大崎上島からのお土産を何
にするかまとめる。 

○一番単価が安く，おいしい柑橘類を作る農
家の方の努力を北広島町の人に伝えるに
はデコポンがいいと思う。 

民泊先である北広島町の，
特産物の１ha あたりの収穫
高を考える。 

○１ｈａあたりの収穫高の求め方は 
収穫量÷面積になるから，ベスト３はト
マト，きゅうり，大根だね。 

○みかんが入っていないなんて，意外な結果
になったね。 

○北広島町では収穫できないめずらしいも
のをお土産にしたいね。 

○「統計情報わがマチ・わがムラ-市町村の
姿-」をみたら，北広島町の特産物もわか
るんじゃないかな。 
 

まとめ・表現（１） 

実行，振り返り（１） 

児童のまとめ例： 

○「統計情報わがマチ・わがムラ-市町村の姿-」を基に，単位量あたりの大きさについて考えたことで，相手の町
にはない特産物を選ぶことができたね。 

○統計情報という数字からも島の特徴が分かったね。 
 

 

【総合的な学習の時間】 
総合的な学習の中で，「統計情報
わがマチ・わがムラ‐市町村の姿
‐」特産物の収穫量等のデータを
活用させる。 
 
【総合的な学習の時間】 
学習で扱った「統計情報わがマ
チ・わがムラ‐市町村の姿‐」を
想起させ，活用させる。 
 
 

収穫量が多い＝１ｈａの収穫量ではないこ
とが分かる。 
 
 
 

 

「収穫量が多い＝収穫高も高い」でないこと
に気付くことができる。 
 
 
 
 

 

計算し，数値が大きい方が単価が高いことに
気付くことができる。 
 
 
 
 
 

 

収穫量と単価のランキングからお土産を選
び理由を説明することができる。 
 
 
 
 
 
 

 

単位量あたりの大きさの考え方を使って，グ
ラフや資料等に整理し根拠を基に自分の考え
を説明することができる。 
 
 
 
 
 
 
 

 


